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『大阪大学留学生センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第13号 (2009)

短期留学受入プログラムOUSSEPの現在

一 大学統合・30万人時代のなかで 一

近藤 佐知彦*。 豊野 由紀子**

要 旨

本報告は大きくふたつに分けられる。前半では、本学において二つの短期留学プログラム、 1日大

阪大学の OUSSEPと 旧大阪外国語大学の Mapleと が、大学統合にともない、どのような形で

運営されるようになったか。その経緯を記録として残す。後半では、そのうちの一つで留学生セ

ンター内において運営されている、英語による交換留学プログラム OUSSEPの現状について

記す。

【キーワー ド】短期プログラム、大学統合、OUSSEP、 Maple、 OUSSEP―Maple

1 は じめに

平成 8(1996)年 秋期か らに運用 を始 めた

OUSSEPでは、2008年秋学期に始まった 13期には、

世界 19ヶ 国の 27大学から、39名の学生を迎えてお

り、協定校からの信頼も厚く、本学の短期留学生受入

システムの中核として機能し続けている。

最近、大阪大学と旧大阪外国語大学との統合などが

あり、プログラム運営についても多少の異動や混乱が

あったため、その経緯を含めOUSSEPプログラムの

近況について記録した。また続けて OUSSEP 13年

の歩みについて、一覧できる資料を付す。

2「 英主日従」と「日主外従」

まず今後数節の記述については、前もつてお断りし

ておかねばならないことがある。記述された事実関係

は、旧大阪大学側の留学生センター教職員である筆者

らが認識していることをもととしており、多少の誤り

があるかもしれない。これらの認識は後述する旧外大

側関係者との間の折衝を重ねる間に、徐々に形成され

てきたものであり、参考文献などとして、キチンとま

とめられたものに依拠しているのではないことは、ま

ずお断りしておかねばならない。

旧大阪外国語大学における短期留学プログラムは

「Maple」 と称され、 OUSSEPに遅れること3年、

1999年から運用されている。このプログラム設置の

主要な目的は、旧外国語大生の旺盛な海外留学意欲

(いわゆる派遣)を満たすためことにあつた。活発な

学生派遣のためには、それに見合うだけの活発な受入

を行わなければならない。ただしそこには落とし穴が

あつた。外国語大学外国語学科の主なミッションは、

日本人学生に外国語および外国文化を教えることにあ

る。一方外国語大学に短期留学生として派遣されてく

る学生は、外国語大学から現地語 。現地文化を学びに

派遣されて行くのと対応して、当然のことながら、日

本語や日本文化を専攻するものがほとんどである。つ

まり、協定大学から旧外国語大学に期待されているの

は、交換留学生に対する日本語教育もしくは日本文化

に関する教育であった。

そのため、大阪大学で実施されてきたプログラムで

ある OUSSEPな どと比べた場合、外国語大学の

Mapleは二つの顕著な特徴を持つた短期留学受入シ

ステムとして運営されていたように思われる。

第一に「交換留学」を実施したいと望んでいるのは

外国語学部であるにもかかわらず、外国語学部には日

*大
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本語を教えるカリキュラムやスタッフがそろつておら

ず、いきおい受け入れた学生の教育については、学内

別部局である日本語日本文化教育センター (以下日日

センター)に委ねることになつていた。つまり学生受

入の主体は外国語学部であるが、受け入れた学生に対

する教育の実施主体は日日センターである。

Mapleは全学プログラムであったが、旧外国語大

学においては「全学」とは、外国語学部 (研究科)と

日日センターの二部局であり、実質的に「外国語学部

のために日日センターが運営している日本語教育プロ

グラム」という′性格が強かつたように思われる。

15単位を必修にした中で、大部分 (13単位)は 日

日センターから提供される日本語科目をもつて充て、

履修に日本語を要しない、という短期プログラム (以

下短プロ)の要件を満たすため、ごく一部 (2単位)

を外国語専門科目 (外国語学部提供)でまかなってお

り、短プロとしては変貝J的なプログラム運営を行って

きていた。以後本稿ではこの日本語科目。専門科日の

割合・比率については「13+2」 のように簡略化して

表現する。

旧阪大の OUSSEPでは「履修 。単位取得に日本語

を要しない」という短プロ要件を「英語による専門授

業の提供」「英語プログラム」の構築という、いわば

正面突破をもつて満たそうとしていた。それに対し、

旧外国語大のMapleでは、異なつたアプローチをとつ

ている。学生達が一番学びたい日本語科目を入門レベ

ルから提供し、一部に日本語以外の専門科目をその学

生の母語の外国語で提供する。それによつて、日本語

を主に履修するにもかかわらず、日本語未習学生をも

受け入れる体制を整えたとして、「履修に日本語を要

しない」という条件をクリアする、いわば惨め手から

設計された短プロとなつていた。

単純化すると、限定的だが日本語学習ができる旧阪

大の英語による交換留学プログラム OUSSEPが 「英

主日従」のプログラムだとすると、Mapleは 「日主

外従」の短期プログラムであったともいえる。

少し触れたが、外国語大学の交換留学事業では、実

質的に派遣のみを行う外国語学部と受入専業の日日セ

ンターという構図が出来てしまっていた。しかし全国

の大学の学部国費留学生に対する予備教育や日本語日

本文化研修生プログラム運営を主要なミッションとす

る日日センターで、Mapleの運営は主要な位置づけ

となつていない。Maple受入による日日センターの

負担増については、派遣先確保という受益者である外

国語学部との間で、非常勤講師等を雇用するための予

算の移管、と言うような具体的な形で埋め合わせを行っ

ていたという。

外国語学部から見れば派遣増大のための受入増大策、

日日センターから見れば、非常勤講師予算などを措置

して貰う見返りに「外国語学部のために運営している」

プログラムであった Mapleだが、統合に伴つて外国

語学部からは「運営実務の出来るスタッフが統合に伴っ

ていなくなる (具体的には外国語学部国際室が消滅す

る)」 、また日日センターからは「プログラムの運営主

体は外国語学部であり、日日センターは教育プログラ

ムを提供するが、コーディネーションは業務ではない」

という指摘・要望があり、その運営が宙に浮くことに

なつた。

一方、派遣留学に力点を置く外国語学部としては、

派遣先からの要望が多い「日本語教育」を核とするプ

ログラムがどうしても必要である。また」ASSOか ら

支給される奨学金の「短期プログラム枠」を確保しな

ければ、日本留学を実現できない国や地域もあること

から、プログラム枠を申請できる「短期プログラム」

として、Mapleを運営し続けることが箕面の関係者

から強く望まれていた。

部局分散で受入を増やす、と言う選択肢もあるはず

であるが、系統的に日本語を学ぶことが出来る

Mapleについては、需要も大きく、実績もあり、派

遣戦略上も欠くことが出来ない、という判断が箕面キャ

ンパスにおいては支配的であつた。

2007年 5月 の「統合推進協議会国際交流専門部会」

の下で、阪大留学生センター長 (当時)の古城紀雄教

授をヘッドとして、短期留学プログラムについての

「サブワーキング③」が結成されていたが、その席で

日日センター、外国語学部、留学生センターの担当者

が顔を合わせ、それぞれが抱える情報を提供し、要求

を述べる中で明らかになったことである。
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旧阪大と旧外国語大。ふたつの大学が全く違うカル

チャーや目的で短期留学プログラムを運営してきたこ

とが明らかになり、箕面キャンパスと吹田・豊中キャ

ンパス間のプログラム完全統合は、多難であることが

予想された。 しかしそれまでのところ各大学から

JASSO(日 本学生支援機構)に対して特別枠として

プログラム申請できるのは 1プログラムのみであり、

1日 Mapleプ ログラムヘのプログラム枠の奨学金を確

保するためには、何らかの処置をとる必要がある。

統合を数ヶ月後に控えた 2007年 5月 の段階で合意

に達し、統合推進協議会に報告されたのは以下の事項

であった。

1.Mapleは 日本語 。日本文化を集中的に学びたい

外国人短期留学生を対象として、大阪大学全体

の枠組みの中で継承 される。 すなわち、現

Mapleと 現 OUSSEPは 大学全体としての新

OUSSEPと して統合されて引き続き実施される

こととし、この新 OUSSEPのコーディネーショ

ンは留学生センターの留学生交流指導部門短期

留学担当が行い、事務は学生交流推進課で行う。

2.新 OUSSEP―Mapleのカリキュラム内容につい

てはあらたに実施方針を検討する。

3.新 OUSSEP― LIlapleにかかる日本語日本文化科

日は日本語日本文化教育センターによって提供

される。その他の短期留学生の日本語科日は留

学生センターにより提供される。ただし、現

OUSSEPに お け る 日本 語 学 習 重 点 学 生

(OUSSEP‐AJLs)及び現 Mapleにおける日本

語学習未修学生などについては短期留学の実が

あがるように両センターが協議しつつ適切に対

処する。

4.本国際交流専門部会及びサブワーキングとは別

に、留学生等対象の日本語教育並びに短期留学

について、両大学統合後に配慮することが必要

な問題についての協議を、旧外国語学部 (旧課

程学生が在籍する間)、 日本語日本文化教育セン

ター及び留学生センター並びに両大学の事務担

当者も含めた実務者間で開始できる体制を作る。

このようにMapleについては「英主日従」のプロ

グラム (OUSSEP)の 傘の下に日本語を主とするプ

ログラムを入れて再設計する (OUSSEP―Maple)方

針が決められた。

また当報告で明言されているわけではないが、サブ

ワーキングでは、英語を主とするプログラムは阪大留

学生センター、日本語を主体とするなら日日センター、

でそれぞれ引き受けるという役割分担が前提となって

いた。

なお 「3.」 についてだが、留学生センターでは日

本語 を主 とし、 専門科 目も学ぶ ことの出来 る

OUSSEP‐AJLs(OUSSEP for Advanced Japanese

Learners)と いうプログラムを運用していた。これ

を新 OUSSEP‐Mapleへ と統合することを指してい

る。この扱いは、旧阪大で行われていた日本語日本文

化研修生プログラムを、旧外大の日日センタープログ

ラムヘと一本化したこととも軌を一にするものだった。

なお「セレンディピティ」によって後節で説明する

劇的な展開に備えていたむきもあつたらしいが (北浜

2008)、 異なった文化の下で育ってきたプログラムを

統合させる試みは、実務者の間で長時間の検討を強い

ることになり、産みの苦しみを味わうことになる。

3「 日主外従」か ら「日主英従」ヘ

上記方針を承け 2007年 6月 頃から留学生センター、

日日センターおよび外国語学部関係者が引き続いて月

に一回程度集まり、実務者会議を持つことになった。

まず実務者間では、2007年 10月 の大学統合時に

は両プログラムを箕面キャンパスおよび、吹田。豊中

キャンパスで分離したままで暫定的に運営するという

ことが申しあわされた。これは 10月期から開催され

る交換留学プログラムは、年初よリプログラム概要を

協定校に示しており、その年の 3月 もしくは 4月 期

に募集を確定していたためである。すでにプログラム
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として動き出しており、咄嵯の対応は出来ないという

判断があつた。そこで新 OUSSEPと 新 OUSSEP‐

Mapleを統合 してのスター トは 2008年110月 と決め

られた。

前節統合推進協議会報告で、コーディネーション担

当となつた留学生センター短期留学担当は、実務者協

議の場で、新 OUSSEP‐Mapleは これまでの 「日主

外従」の設計を改め、採用の条件に日本語を問わず、

また日本語を要せず単位を得ることが可能、 とい う

「短プロ」本来の姿に近づけるよう強く要望している。

また教育部分についても、日日センターにおける日

本語部分も含め、国際交流科日として単位を出すこと

で、交換留学受入プログラムとして新 OUSSEP‐

Mapleを再設計することになった。その上で新 しい

阪大における新 OUSSEP‐Mapleと 、新 OUSSEP

との間で阪大に割 り当てられる 2008年度の「短プロ

枠」奨学金を分け合 う、という申し合わせが行われた。

まず Mapleを 「短プロ」の定義にあうよう、再設

計 して新 OUSSEP‐Mapleと することについては、

留学生センターサイ ドから、プログラムデザインの改

革を強く求めた。様々な話 し合いを重ねた結果、以下

のプログラムデザインに落ち着いた。

① 応募の要件として英語プログラムOUSSEPと
同様に、TOEFL550(PBT)を 課 し、スコアの

提出を求める。 日本語の学習歴は問わない。

② 修了要件を各セメスター15単位とし、そのうち
7単位を日本語科日、8単位については英語等で

行われる国際交流科日で履修させる。

以上 2つの条件から、新 OUSSEP‐Mapleは参力日

や履修そして単位取得に日本語能力を要しない英語プ

ログラムである、という実質を満たし、「短プロ」と

しての体裁が整う。また日本語の要求単位を修了単位

の過半以下に抑えることで、取得単位からみれば日本

語の学修負担は半分未満 (15単位中 7単位)と なり、

本プログラムが日本語学習のためのプログラムではな

く、また学修や単位取得に日本語能力を要求しないこ

とが条件とされる」ASSO奨学金の「短プロ枠」申請

も差し支えない、と言う解釈が成り立つ。苦心の妥協

案だつた。

ここで一つ、個人的なエピソードを紹介したい。旧

外国語大側では旧 Mapleを踏襲させ、新 OUSSE‐

Mapleでも「13+2」 を希望していた。そこである会

議の席で留学生センター担当者からは「旧外国語大と

同じプログラム設計だつた場合、JASSOも しくは文

科省によつて、『 13+2』 のプログラム設計が著しく日

本語学習に偏つているとして、『短プロ』たり得ない、

と問題視された時にはどう対応するのか。旧外国語大

からどなたかが釈明をしていただけるか」という点を

糾した。

ところがその点に関して、外国語学部および日日セ

ンターからは一切前向きなお返事を頂けず、結果とし

て「13+2」 というプログラム設計については、どな

たも責任を持つていただけないことが露呈した。その

結果として、留学生センターから対案としてだした

「7+8」 をもつて新生 OUSSEP‐Mapleの基本的構成

とすることが決められた。

言わずもがなの補足をするとすれば、語学系科目は

1コ マ 1単位であり、専門的な国際交流科目は 1コ

マ 2単位である。 したがつて日本語授業については

週 7時間、国際交流科目については週 4時間の学修

で、「7+8Jの履修要件を満たすことになる。 日日セ

ンターから英語による日本文化科目が提供されること

と考え合わせれば、日本語や日本文化を集中的に学ぶ

プログラムとして、新 OUSSEP‐ Mapleは 日日セン

ターを中心として運用することも可能である、と判断

された。

これらの経緯を持つて、2008年度の OUSSEP―

Mapleは、日本語 。日本文化教育をカリキュラムの

中心に置くものの、日本語の学習歴は一切問わない、

いわば「日主英従」の日本語日本文化専修英語プログ

ラムとして運用されることが決まった。前節で紹介し

た統合推進協議会下の「サブワーキング③」からの答

申「Mapleは 日本語 。日本文化を集中的に学びたい

外国人短期留学生を対象として、大阪大学全体の枠組

みの中で継承される。すなわち、現 Mapleと 現

OUSSEPは大学全体としての新 OUSSEPと して統
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合されて引き続き実施される」という文言の中身が、

Mapleも 広義の英語プログラムとして再設計する、

と言うことで確認されたわけである。

ただし問題が一点あった。

世界各地の言語や文化を学ぶ外国語大学という性格

上、これまで旧外語大が派遣してきた大学は英語圏に

限らない。そして受け入れてきた学生も英語が必ずし

も得意というわけでなく、参加学生が TOEFL550

(PBT)に達しているとは限らない。日本語学習意欲が

あり、そして英語が十分ではない学生をどのように新

プログラムの枠組みで受け入れるか、と言う問題が生

じたのである。

これまでそれらの学生は「13+2」 の「2」 の部分を

それぞれの母語等で授業を受けさせることで、Maple

が短プロとしての体裁を整えていたことはすでに触れ

た。仮にこれらのカテゴリーの学生が英語力不足を理

由として受入不可となつた場合、それらの言語を専門

とする新大阪大学・外国語学部の学生は、派遣の機会

を奪われることにもなる。

そこで OUSSEP‐Mapleでは、最前の二項に加え

第二の条件を申し合わせて、旧外国語大の Mapleと

の整合性・綸 性を担保することにした。

③ ある地域言語専攻が 8単位分に相当する国際交

流科目を提供する限りにおいては、その国際交

流科目をもつて英語等で行われる国際交流科目

に代え、その地域言語を母語とする応募者には

英語要件 (TOEFL)を課さないことを得る。

かみ砕けば、新 OUSSEP‐ Mapleの基本構成であ

る「7+8」 に関して、ある言語専攻が 8単位分 (4コ

マ分)の専門科目を国際交流科目として提供すれば、

英語で提供されている専門科目に代えてその国際交流

科目を履修させ、日本語科日とあわせることで、1セ

メスターあたり15単位分のワークロー ドを確保する

ことが出来る。 したがつて、「日主英従」 の

OUSSEP‐Mapleカ リキュラムのうち、「英」にあた

る 8単位分の英語科目を地域言語の科目にそつくり

置き換え、「日主外従」へと衣替えさせることになる。

結果としてその言語を母語とする大学からの応募者

に対しては、TOEFL等の英語資格がなくても応募を

受け付けるとした。 したがつて新 OUSSEP‐Maple

は「日主英従」のプログラムとして設計されているも

のの、特定の言語を母語とする応募者にとつては旧

Mapleと 同様、英語能力がなくとも応募可能な日本

語日本文化プログラムとしても運用できる。

新 。大阪大学における外国語学部の事情を考えれば、

派遣意欲が強い言語の専攻は受入実績も必要となるの

で、OUSSEP‐Mapleに対して専門科目を提供する

インセンティブが働く。そして具体的に受入プログラ

ムの充実に貢献する地域言語の講座に対しては、より

高い確率で奨学金が付与されうる、と言う相乗効果も

期待できる。

結果的に九つの地域言語専攻が専門科目を提供し、

それらの言語を話す国からの OUSSEP‐ Mapleへの

応募は英語要件が免除されることになつた。なお英語

要件を免除された地域言語とは、アラビア語kヒンディー

語、ハンガリー語、ポル トガル語、ロシア語、スペイ

ン語、スワヒリ語、タイ語、ウル ドゥー語となつてお

り、それらの国からの応募者については TOEFLス

コアの提出が免除された。

3 JASSOへ の複数プログラム申請ヘ

2007年 10月 に大阪大学と大阪外国語大学が統合

され、新「大阪大学」が誕生した。この時点までに合

意に達していたのは、OUSSEP‐Mapleを前記「7+8」

の「日主英従」の英語プログラムとして再設計すると

いう点のみといつてもよく、2008年度の募集が始ま

る時期が近づくにつれて、どのように募集事務を進め

るか、また」ASSOへの申請のやり方などについて、

実務関係者の間でも焦慮の色が濃くなった。

そこで国際交流委員会・短期プログラム運営部会の

もとに OUSSEP‐ Maple検討ワーキング (以下WG)

が設置され、留学生センターで短期留学を担当してき

た北浜榮子教授が主査となっている。

第一回の会議は統合間もない 11月 7日 に開かれ、

経済学研究科、基礎工学研究科、言語文化研究科、大
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学教育実践センター、グローバルコミュニケーション

センターなどからの委員の参加も仰いだが、その後 1

月 9日まで、6回ほどもたれた会議には、日日センター

と留学生センターからの出席者のみの会議が多く、実

質的には二部局間でのプログラムマネージメントの最

終調整という色彩の強い会議となっていた。なおこの

WGは OUSSEP‐Mapleの立ち上げに関しての調整

にあたり、プログラムが無事に立ち上がった暁にはそ

の運営は短期留学プログラム運営部会に移管されるこ

とになっていた。

12月 には募集要項等を作つて協定校等へ通知せね

ばならない、と言う時間的な制約をはめられながら、

二つのセンターでの話し合いが進められていつたが、

正直言つてこの頃が一番苦しい時期となつた。各人・

各機関が理想とするプログラムデザインがあり、それ

ぞれのプログラム運営や教育成果について自負がある

ものを、大学統合というまことにやむを得ない事情が

あるとは言いながら、同じプログラムとして統合され

ることには強い抵抗があつた。

前節で触れた「7+8」 の「7」 の部分を日日センター

が関わり、また「8」 の大部分も日日センターが関わ

る一方、九つの地域言語科日も学国語学部によつて提

供されることになっている。ところが外国語学部と日

日センターの時間割調整などについては、外国語学部、

留学生センター、日日センターのいずれがその調整の

任に当たるかなど、問題が山積されていた。

会議は頻繁に開かれるものの、事態が打開しないま

ま時間を空費する状況となる。留学生センター担当者

は OUSSEPのみならず OUSSEP‐Mapleの責任を

持てと言われている立場であり、胃の痛くなるような

時間が過ぎていつた。普段であれば募集要項などをま

とめ協定校に通知する準備にかかる時期なのに、

OUSSEP―Mapleが 「7+8」 のプログラムとするとい

う合意のみが存在して、それ以上の細部は決まらず、

一向に広報できるレベルに達しない。また旧外国語大

側では旧Mapleを再編して「7+8」 の短期プログラ

ムにすることには合意していたものの、箕面キャンパ

ス内での外国語学部と日日センターの間で時間割調整

が進まなかった。ワーキング座長の勧告にもかかわら

ず、堂々巡りの議論が続くだけであった。結局は箕面

のコップの中の嵐について、吹田の関係者もあえて手

を出すことをせず、したがつて誰も主体的に動くこと

がない、という停滞に陥っていた。11月 中の会議は

そのようなやり取りで空費したが、12月 に入ると俄

然空気が変わる。

それはJASSOによる「短期留学推進制度 (受入れ)」

の運用が変更されて、「留学生交流支援制度 (短期受

入れ)」 となったことである。タイ トルとしては小変

更ではあるが、プログラム運営のためには強烈なイン

パクトがあった。それは文部科学省主導のもと、奨学

金獲得競争の色合いが濃くなったことである。

今までは履修や単位取得に日本語を要さないプログ

ラム、いわゆる短期留学特別プログラム (短プロ)を

対象に設けられていたプログラム枠が拡大され、一つ

の大学から複数プログラムを提案できることになった。

しかもその中身についても、日本語能力を要しないこ

とが条件となる「短プロ型」のみならず、UMAPや

ダブルディグリーなど特別な単位互換の枠組みを使つ

た「単位互換型」、そしていずれにも分類されない

「その他」など、3つのタイプのプログラムを設計し、

各大学から最大 4プログラムまでが提案できること

に変更された。JASSOでは各大学から提案されたプ

ログラムについて審査をし、プログラムとして認可す

るかが決められる。そして認可した上でも、プログラ

ム設計や支援体制整備の優劣によって、付与する奨学

金数を決定されることになった。大まかに言えば、横

並びの短プロから、競争原理が導入された短プロヘの

転換である。

そしてこの新たなスキームの導入は、大阪大学にお

いては、外国語学部、日日センター、留学生センター

の三者の間で膠着していた非生産的な議論を吹き飛ば

す「ネ申風」にもなった。異種のプログラムを無理に一

つに纏めなくても構わないのだ。

このニュースを受け、12月 18日 の第五回WGの

席では OUSSEPお よび OUSSEP‐ Mapleのふたつ

のプログラムは、留学生センター 。日日センターとそ

れぞれが主担当となってデザインをおこなうことで決

着した。プログラムのデザインをした部局がそのプロ

―-88-―



グラムに責任を持つのが当然の帰結であり、実質的に

はこの時点で留学生センターが OUSSEPに 、日日セ

ンターが OUSSEP‐ Mapleに、とそれぞれの運営が

分割され、OUSSEP―Mapleに関してWGの 役割は

ほとんど終わっている。

ただ関係者として残念だつたのは、JASSOの新ス

キームという「神風」によって膠着状態に終止符が打

たれたものの、単科大学の中で行われてきた Maple

を、総合大学の全学プログラムとして運用していくた

め、どのような形態をとるべきか、そのための共通認

識が全く育たなかった′点にある。結果的には、真に全

学に貢献するプログラムとして OUSSEP‐Mapleを

育てていくという問題意識と方策とが共有できないま

まとなったうらみが残る。

4 JASSO申 請 と結果

先の第五回 WGで の論議を受け、OUSSEPに関

する申請書は留学生センター側で、OUSSEP‐Maple

に関する申請書は日日センター側で引き取つて、それ

ぞれの書類を完成させることになった。当初の申し合

わせとは異なるものの、実質的には別物のプログラム

としてデザインされ、年開け早々に短期留学プログラ

ム運営部会でそれぞれが承認され、JASSOに対して

申請を行うことも決められた。結果的に本学から申請

されたのは計 4プログラムであったが、本稿では煩

雑を避けるため、OUSSEPおよび OUSSEP‐Maple

に焦点を絞つて報告する。

まず OUSSEPは日本語名を「国際教養・専門複合

型教育プログラム」 として申請、OUSSEP‐Maple

は「日本語日本文化特別プログラム」として、それぞ

れのキャラクターを明らかにし、どちらもが「短プロ

枠」で申請をしている。この時点で OUSSEP‐Maple

は選考や単位取得に関して日本語能力を問わない種類

のプログラム (「短プロ」として)と 宣言したことに

なる。

なお OUSSEPは 「大阪大学短期留学特別プログラ

ム」の英略称として、この言葉を用い、ブランド化し

てきたものであるが、これは特定のプログラムを指す

と言うより普通名詞であり、この際プログラムの性格

を表す呼称を日本語で用意した。ただし一般的には

OUSSEPの ままで運用を続けており、海外協定校に

対してもすべて連絡等はOUSSEPで通している。本

稿においてもそれに従う。

OUSSEPでは、そのプログラムの「目的 。目標」

について以下の様な記述を行い、定員を 30人 として

短プロ部会に申請してそのままJASSOに提出されて

いる。

過去の実績を踏まえ、また総合大学としての特質

を活かしつつ、協定各大学から期待される高度のリ

ベラルアーツを提供する。全学から国際交流科目

(国際交流委員会が所管する英語を主とする外国語

授業)の提供を仰ぎ、交換留学生に大阪大学の単位

を発給するプログラムである。 日本語の習得につい

ては限定的となるが、各学生の専門分野についての

学習、ならびに幅広い教養の習得を通じ、非日本語

環境の中で日本及び近畿 。大阪に親しみを持つ国際

人の養成を目指す。

一方 OUSSEP―Mapleは、以下のようにプログラ

ムの性格付けを規定し、定員は 40人 となつていた。

本プログラムは旧大阪外国語大学の短期留学特別

プログラム (平成 11年度開設時定員 20名 、今年

度受入実績 53名 )を新生大阪大学において発展的

に継承するもので、海外での日本の社会文化に対す

る関心が高まる中、急増してきた日本語日本文化の

専修を希望する留学生を教育対象とし、比較対照的

視座から日本を多面的に理解できる人材を育成する

ことを目的とする。ここでは英語による日本研究科

目および外国語による比較研究科目を通じて日本の

言語 。文化に関する幅広い専門知識を吸収しつつ、

日本語科目の選択履修により日本語運用能力を高め

られる、学生の多様なニーズに応えるバランスの取

れたコア・カリキュラムを提供する他、英語及び外

国語等による日本人とのコミュニケーション活動を

重視し、日本人学生と協働してフィール ド調査や成
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果発表が行える演習形式の授業企業等での社会体験

型研修の機会を用意する。

異質なプログラムを一個のOUSSEPブランドの下

に統合しようと議論を続けてきた関係者にとつては、

それぞれが別個のプログラムとしての日標を掲げ、ま

た別個に運営していく基礎が築かれたことは、膠着状

態を打破する意味で有り難いことであつた。

またそれぞれのプログラムが上限 15個までの奨学

金を獲得できる条件が整い、OUSSEPの名の下に獲

得した奨学金をキャンパス間でさらに分害1する、といつ

た多少明朗さを欠く作業も発生しない。そしてそれぞ

れが運営する「短プロ」のプログラムデザインを、第

一には短期留学プログラム運営部会の場において、ま

た第二には」ASSOにおいて、問われることになり、

その結果が獲得奨学金に反映する。JASSO奨学金に

おけるプログラム枠 とい うカテゴリーの中で、

OUSSEPと OUSSEP‐Mapleが奨学資金獲得競争

をするわけである。

もちろんプログラムの運営においても、そのデザイ

ナーが運用することが当然となり、OUSSEPは吹田

の留学生センターにおいて、OUSSEP‐Mapleは箕

面の日日センターにおいて運営責任を持つことが明ら

かになつた。

それまで宙ぶらりんな状況の中で、プログラム統合

の話を進めざるを得なかつた双方の教員にとつては、

プログラムを無理に統合しなくても良い、ということ

でその精神衛生も含めて「神風Jが吹いたと言えよう。

ちなみに OUSSEP‐Mapleの JASSO申 請書に記

された「日本研究科目」「比較研究科目」が、WGに

おいて議論が続けられてきた「7+8」 の「8」 の部分

にあたり、日日センターにおいては、WGで の議論

の積み重ねを尊重して新プログラムを設計していただ

いたことが十分に理解できる申請だった。結果として

OUSSEPに 15、 OUSSEP‐ Mapleには 12の奨学金

枠を獲得している。

奨学金獲得数に差がついた理由は分明ではないが、

古典的な短プロとして設計された OUSSEPに 比べ、

日本語学習の比重が高い OUSSEP‐Mapleについて

は、いわゆる「短プロ枠Jには相応 しくないと見なさ

れたのかもしれない。その場合 「7+8」 のプログラム

設計でも十全な「短プロ」ではないと見なされていた

ことになり、仮にJASSOからの奨学金制度が改変さ

れずに、「短プロ枠」が各大学に一つだけであつた場

合を想像すると、OUSSEPへの奨学金を上限枠いつ

ぱいの 15確保できたことは饒倖であったと言わざる

を得ない。統合という事情によつて、異なった形態の

プログラムを複数運営せざるを得なくなつた本学にとつ

て、JASSOの制度改変はリスクの分散という意味で

も「神風」であつた。

5 募集要項か ら奨学金配分まで

こうして JASSOの制度改変に伴い、無理なハイブ

リッド化を避けて、箕面と吹田・豊中で棲み分けるこ

とになつた二つのプログラムである。しかし2008年

度の募集等については学生交流推進課を窓口として、

留学生センターの短期留学担当が行うことになつた。

これは統合推進協議会での合意事項を尊重したため

でもあるし、日日センターからは、本来運営主体が外

国語学部であつた旧Mapleの運営に対してノウハウ

の蓄積もなく、自分たちの仕事に入つていない、とい

う声があったことに由来する。

いずれにせよ協定校に対しては通知をせねばならぬ

ため、留学生センターの短期留学担当から旧大阪大、

旧外国語大の双方の協定校に対し、12月 にはとりあ

えず電子メールで「pre‐announcement」 を送付し

て、 コーディネータの責任において OUSSEPや

Mapleのプログラムが改編されることを通知した。

引き続いて OUSSEPの カレンダーは OUSSEP‐

Mapleも加える形で留学生センターにおいて編集、

従来のフォーマットに大改訂を施した上で、2月 に入つ

てから協定校に送付している。また願書についても

OUSSEPと OUSSEP‐Mapleを 共通とした願書を

新たに作成、箕面においてこれまで使つてきた独特な

推薦状フォーマットなどとともに、一綴りとして学生

交流推進課を通じて協定校に配布した。

なお、OUSSEP‐Maple部分についてはカリキュ

―-90-―



ラムなどの詳細が決定しないままカレンダーを発行せ

ざるを得なかつたため、フォーマットは大幅に変わっ

たが、基本的には従来の OUSSEPの フォーマットに

必要な変化をつけた物である。 2008‐ 2009期 のカレ

ンダー は 、 そ の まま で PDF化 され 、 誰 で も

OUSSEPのホームページで参照可能となっている。

興味のある方は是非ともご覧頂きたい。

願書の締め切 りを 3月 20日 と設定したものの、実

際には遅れて提出してくる大学や、プログラム間の違

いをよく理角翠しないままに提出される願書など、現場

では混乱が見られ、学生交流推進課のみなさんにはご

迷惑をかけてしまつた。 しかし出だしの遅れを取り戻

すかのように多数の応募を獲得することができた。

従来の旧大阪大親密校で、OUSSEPへの応募を行つ

てきた大学にとつては、OUSSEP‐Mapleと い う日

本語に特化したバ リエーションが増えたとい う認識で

あり、大きな混乱が生じることはなかつたようだ。一

方、旧外国語大協定校で、Mapleへの応募を考えて

いた大学にとつては、新たな枠組みである OUSSEP‐

Mapleを うまく理解 していただけなかつた部分もあ

る。それは各協定校にとつて、目的別に留学先を決め

ているとい うより、「大阪への留学なら OUSSEP

(あるいは Maple)」 とい う風に特定プログラムを念

頭に置いて派遣学生の選考を進めており、その基準と

しては、前年までの交流実績などが尊重されているの

だから、ある意味、当然のことではある。 しかし統合

に伴 う新 。大阪大としての環境の激変は、前例主義を

許さないものであったのも確かであり、そのあたりの

離齢を手当てする時間がとれなかつたのは、コーディ

ネータとして悔やまれるところであつた。

さて、願書を′点検する中で、OUSSEPに応募 して

いるものの、明らかに日本語 日本文化の習得を一義的

に欲 している者、また OUSSEP‐Mapleに応募 して

いるものの、留学目的が日本語日本文化以外の専門科

目等にあると判断される者に関しては、日日センター

と留学生センターの担当者間で適宜調整を行つた上で、

最終的な両プログラムヘの受入学生を確定した。その

ためには記入内容に大幅な重複のある統一願書は役に

立っている。

そういった調整の結果 OUSSEPについては、ブラ

ジル・リオデジヤネイロ州立大学、ペルー・ローマ教

皇庁立カトリック大学など、ラテンアメリカの学生を

初めてプログラムに迎えることになった。 また

OUSSEP側からはマ ドリッドアウトノマ大学 (スペ

イン)や、マギル大学 (カナダ)の学生について、申

請書から読み取れる留学目的からOUSSEP‐Maple

の方が適当であろうと判断し、学生・協定校コーディ

ネータの了解を得て、参加プログラムを移管した。こ

れらの学生もそれぞれのプログラムにとつては、初め

ての協定校からの受入となった。

このあたりは、学生達のニーズを汲み上げ、またプ

ログラム運営上無理のない範囲で、大阪にやつてくる

学生達に出来るだけ効果的な留学体験を得て貰おうと

いう、担当者達の熱意でもつて実現した。

ただし、OUSSEP‐Mapleで は奨学金が配分され

なかつたことに起因する留学辞退が生じた。従来の

Mapleでは応募時から奨学金の給付について協定校

に対し、事前にある程度の調整をし、その年に配分さ

れる奨学金数などについて、事前にある程度の「あた

り」をつけてきたという。応募者本位と言うより、協

定校との緊密性およびプログラム運営の継続陛を重視

して、必要な事前調整を行つてきた旧外国語大のポリ

シーである。ところが新・阪大のシステムではすべて

の応募者のいくつかの項目について得点化し、その得

点にしたがつて奨学金を割り振つていく方式をとつた。

そのため、合格通知は受領したものの、奨学金が約束

されていない場合は留学できない、といつた理由で数

人の辞退が出ている。残念ながら2008年度について

は、システム・ルールを変えるに至らなかつたが、今

後は経済的には必ずしも恵まれない地域からの留学生

にはある程度配慮し、候補者本位の原則とともに、過

去の協定校との交流の経緯を配慮した奨学金配分など、

バランスのとれた方法を探していく必要があるだろう。

限られた奨学金資源を有効に使う手段として、今後と

も担当者が胸に刻んでおくべき事柄かと思われる。
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6 その後 (ふたたび Mapleへ )

さてその後の OUSSEP‐ Maple運営についても、

手短に触れておく。

前節までの報告のように、全学プログラムながら実

質的な「箕面プログラム」として、OUSSEP‐Maple

は日日センターによつて運営されるようになった。協

定校との連絡など一部のコーディネーションは留学生

センタこの側でとり続けてきたものの、現実的には箕

面キャンパスのみに閉じたプログラムである。その後

2008年 7月 の段階で、 日日セ ンター側 か ら
「OUSSEP―Maple実施要項」の作成が提議され、そ

の過程で日日センターが全面的に関与するプログラム

として性格が新たにされた。またその後はプログラム

名からOUSSEPを除いて、旧外国語大学時代と同じ

くMapleに改めている。

それぞれのプログラムの運営体制についても、短期

プログラム運営部会のもとに、「OUSSEPワ ーキン

グ」と「Mapleワーキング」を別々にぶら下げる体

制となり、結果的には現在の Mapleは箕面プログラ

ム、日日センターの部局プログラムとしての性格を強

く打ち出 してきている。 なお新 OUSSEPと 新
Mapleについては、2009年度プログラムについては

相互で独立して募集事務を行っており、特に事前の調

整・協議などは行われなかった。

結果的には、話し合いを始めた当初はいくら要請し

ても得られなかった、プログラム運営への日日センター

の積極的なコミットメントが得られたことは、短期プ

ログラムを預かるものとしては有り難いことである。

その一方で、全学プログラムとはいいながら、新

Mapleプ ログラムが、一部局で完結する形態で運用

されている状況は、多少の懸念が残るところである。

特に「30万人時代」で、大幅な増加が予想される日

本語習得希望の短期留学生受け入れについて有効な方

策がとれるよう、今後、三キャンパスの融合をはかり、

全学をあげての議論が必要である、と提言しておきたい。

7 0USSEPの 13年、そ して 2008年の OUSSEP

さて、本節では Mapleと の顛末を離れ、これまで

のOUSSEPの来し方につし,ヽてデータを押さえつつ振

り返つてみたい。

まず 13年の間に 400人弱の留学生が本プログラム

に参加しており、少ないときで 22人、多いときでは

40人弱が参加している。また応募者の累積は 550名

となっており、やむなくお断りした学生数も相当数に

上る。またJASSO奨学金の支給が少なくなつてきた

ことに伴い、1999年頃から奨学金を得ずとも留学を

する学生が増えており、交換留学が学生のアカデミッ

クなキャリアパスの中に組み込まれている事情を伺わ

せる。それと同時に OUSSEPと いうブランドが浸透

して、自分の金を使つてでも来たいプログラムという

定評が出来つつある傍証だと思われる。なお、大学統

合に伴いラテンアメリカからの参加者や新規にフィリ

ピンか らの参加者 もあ り、 現在までの ところ

OUSSEP空 白地区はアフリカ大陸のみとなっている

(表 1)。

次表ではより具体的な受入数を大学別に記している。

アジア各国など数多く国からバランスよく受け入れを

続ける一方、北米や豪州など、英語圏からの受け入れ

を比較的手厚くし、英語圏への送り出しを意識した運

営を行つていることが判る。プログラム運営当初

1996年 1997年にはワシントン大やマギル大からの

受け入れが多く、その後テキサスA&M大 などから

も集中的に受け入れていることが読み取れる (表 2)。

表 3においては学生校了協定を交わした協定校の

国別リス トであり、全学協定校 69(日 仏共同博士課

程コンソーシアムと日加戦略的留学生交流促進プログ

ラムコンソーシアムの、2つのコンソーシアムを除く)

および 128の部局間協定に対して、門戸を開いてい

るプログラムとなっている。そのうち星印 (★)を付

した大学が、これまでに実際の交流を行ってきた大学

となる。

表 4においては、2008‐ 2009期 の OUSSEP参加

者を対象として開かれた英語による授業科日 (国際交

流科日)の秋学期をリストした。国際交流科目はそれ
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ぞれが正規科日としてオンライン登録システムである

KOANを通じて履修登録をすることになっているが、
KOANの英語表記が貧弱なため、英語プログラム参

力日者であるOUSSEP生については担当者が取りまと

めて入力している。一方、部局分散学生や正規学生に

ついては、KOANを通じての履修登録が行われてい

る (表 4)。

授業時間割はそれぞれ月曜日と金曜日を吹田キャン

パス、火曜日と木曜日を豊中キャンパスでの授業開講

日とし、水曜日と木曜日の午後に箕面キャンパス開講

の授業を割り当てた。また日本語科日で異なったレベ

ルの授業を一部重複させたほか、どうしても時間割調

整のつかなかった科目については、理系と文系のよう

に受講者の興味関心が重ならないことを見越した上で、

やむなく重複を認めている。高度の教養プログラムを

標榜するOUSSEPと しては、まことに残念なことで

はあるが、その一方、全学プログラムとして各部局の

利害や時間割を調整しつつ時間割配置をしている関係

上、どうにもしようがない部分もある (表 5)。

そして講義を履修登録した学生達がその後単位を取

得できたかどうかについて、各年次に分けて表に纏め

たものが表 6と なる。伝統的には文学研究科 。文学

部、人間科学研究科 。人間科学部、経済学研究科 。経

済学部、工学研究科 。工学部などが多くの国際交流科

目受講者を出してきた経緯が読み取れるが、それにも

まして大学統合後に外国語学部の学生達の英語授業科

目受講の意欲の旺盛さは、特筆するべきものがある

(表 6)。 この外国語学部学生達のパワーを、1子来の大

阪大学国際化へのエネルギーに変えていくため、

OUSSEPそ して国際交流科日の運営は、一つのカギ

となるであろう。

8  おわ りに

短期留学プログラムの形態が多様化していく中、英

語による高度教養教育を主なターゲッ トとする

OUSSEPについても、その内容と参加者の意識、そ

して協定校からの要望に応えつつ、高いバランスを保

ちながら運営されていくことが求められる。

特に 2006年以降、それまでは比較的固定的に運用

されてきたOUSSEPだつたが、学内各部局や協定校

の意見も徴し、より短い期間の受け入れや、日本語を

中心に学ぶ学生の積極的な受け入れなど、順次拡大さ

れてきた。(OUSSEP検討ワーキンググループ 2006)

いわゆる 30万人のかけ声の下、OUSSEPを含む

短期留学プログラムは、10年に一度あるいは 20年

に一度の大きな転換点にさしかかっている。この時期、

大阪大学の短期プログラムが「波に乗れる」のか「波

に呑み込まれるか」によつて、大学自体の存亡にも関

わるような大きなファクターとなってくる。

ことに大阪大学は大学統合という別のファクターも

ある。統合によつて新たに得られたリソースを活かし

つつ、波を捉えて大きく飛躍する切つ掛けを掴みたい

ところである。OUSSEPと OUSSEP‐ Mapleの運

営統合に関するいきさつは、決して良いスター トライ

ンとは言えなかつたかも知れないが、その事実関係を

あえて記録することによって、今後のプログラム運営

のための指標としたい。
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表 2 在籍大学所在国別。在籍大学別 :OUSSEP留 学整数の推移 (1996年秋学期-2008年秋学期 )

理 1名 大 ‐学・  名
一入 学 年 計

準

合

大 餓０1199C 1997 19∞ 1999 2000 2001 2002 2004 2005 2006 2007 2008

1 台湾 国 立 成 功 大 学 3(1)12 2(1)〔 1 5(2)13

中華人民共和国 武 漢 学 ll

南 一京 大 学 1

西 安 交 通 大 学 1

ヒ 海 交 通 大 学

香港 香 港 科 学 技 術 大 学 ll 2(1)12 4(1)14 4(1)14

7 インドネシア ガ ジ ャ マ ダ 大 学 l

大韓民国 釜 山 大 学 校 1 1 J 1 1 50(2)[10

嶺 南 大学 校 法 科 大 学 2 1 1 J J

忠 南 大 学 校 1 l l 1(1)11 2(1)12 7(2)[3

1 東 亜 大 学 校

ノ ウ ル 大 学 校

延 世 大 学 校

全 南 大 学 校 1

慶 尚 大 学 校

モ ン ゴ ル 国 立 大 学 1 1

フィリピン フ ィ リ ピ ン 国 立 大 学 1

ンンガポール シンガポール国立大学 1(1)[11

9 タイ チ ュ ラ ロ ン コ ン 大 学 1 1 1 1 1 1 1 23(2)[4

マ ヒ ド ン 大 学 1 1 1 7(1)[11

1 モンクット王トンブリエ科大学 1(1)[1 1(1)[11

タ マ サ ー ト 大 学 J

ベ トナム 大 学

ノ ン ラ ム 大 学 1

ブラジル リオディジャネイロ州立大学 1 1

―マ教皇庁立ベルー カトリッタ大学 l

カナダ マ ギ ル 大 学 3 1 1 11

マ ッ ク マ ス タ ~大 学 2 1 1 1

ブリティッシュ ]ロ ンピア大学 1

アメリカ合衆国 ワ シ ン ト ン 大 学 4 1 1 3(2)1' 27(2)15 53(7)114

カ リフ ォル ニ ア 大 学

ナザレスカレッジローチェスター校 l

ウェズリアンカレッジ 1 J

テ キ サ ス A&M大 学 1 16(4)[6

―デュー大学 (工学部) 1

オーストラリア オース トラリアロ立大学 1(1 1(1 14(81[1 35(251[7

モ ナ シ ュ 大 学 1(1 J 11

メ ル ボ ル ン 大 学 10

コペンハーゲン大学 0

フィンラン ト オー ボア カデ ミー大学 1 1 21110 21110

フランス ル イ パ ス ツ ー ル 大 学

ロバー ト シューマン大学 1

3 ビエール・ メンデス大学

グル ノーブル大学連合 1 J

5 トラスプール大学連合

6 ドイツ オル デ ン ブ ル グ 大 学 J

7 ヘン■トウヴイヒマクパ
'ア

,■単 1 J 11

ン ヘ ン エ 科 大 学 11

ンガリー ブダペス トエ科 経済大学 1 1 1

イタリア ド ア 大 学 lI lh

オランダ アインホフェンエ科大学 1 1
18(2)18

グ ロー ニ ン グ ン 大 学 1 1 2(2)(2 5(2)[2

デ ル フ ト エ 科 大 学 J J

ポーランド ウ ッ ジ エ 科 大 学 1 l 1

ロシア 極東国立総合大学東洋学院 1 1 4

スウェーデン スウェーデン■立上科大学(FTH) 1 J

ヴェクシ ョー大学 l

連合王国 ロ ン ド ン 大 学

ダ ー ラ ム 大 学

/ッ テ ィ ン ガ ム 大 学

ベルギー ルーヴァンカトリック大学 1 l 1

計 27ヵ 国 61大学 26(2 28(2112 26(2)13 27(2)[21 32(3116 33(31[4 32(2)1101 23110 41(4)125 38(10)119 399C11111

( )内の数字は当該年の春学期から受け入れた学生数 (通常は秋学期から受け入れる)。 内数。

[ ]内の数字は JASSO奨学金をもらつていない学生の数。内数。
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=研
究科名‐ 交換粋

6 ★ 台 湾 国立成功大学 National Cheng Kung Unlversity 全部 局 5

7 台湾 国立清華大学 Natlonal Tsing Hua Un市ersity 全部局 5

8 台湾 国立台湾大学 National Taiwan UШversity 全部局 5

9 ★ 中 国 上海 交通 大学 Shanghai 」iao Tong University 全部 局 5

★ 中国 西安交通大学 Xi'an」iao Tong Umversity 全部局 5

★ 中 国 武漢大学 Vヽuhan Uruversity 全部局 5

★ 中 国 南京大学 NanJing Un市ersity 全部 局 2

中国 復旦大学 Fudan Un市ersity 全部局 3

中 国 北京 大学 Peking University 全部局 5

中国 浙江大学 ZheJiang University 全部局 5

中 国 清華大学 Tsinghua Un市 ersity7 全部局 4

★ インドネシフ ンドンエ科大学 Institut Techno10gI Bandung 全部局 5

★ 大韓民国 釜山大学校 Pusan National University 全部局

★ 大韓民国 全南大学校 Chonnam National University 全部局 5

★ 大韓民国 延世大学校 Yonsei University 全部局 2

★ 大韓民国 ソウル大学校 Seoul National University 全部局

≧部局(I) 大韓 民 国 ソウル大学校(工学部) Seoul National University 全部局 (工 ) 5

★ 大韓民国 慶尚大学校 Gyeongsang National University 全部局

★ 大韓民国 忠南大学校 Chungnam National Universi" 全部局

大韓 民 国 中央大学校 Chung‐Ang Universlty 全部局

大韓 民国 昌原大学校 Changwon National University 全部局

☆ モ ン ゴル モンゴル国立大学 National University of Ⅳ【ongolia 全部局

フィリピン .ラ・サール大学 De La Salle University 全部 局

フィリピン アテネオ・デ・マニラ大学 Ateneo de Ma」 la Uiversity 全部局

★ フィリピン フ イ リピン国立大学 Umversity of the Philippines 全部局

★ タ イ チュラロンコン大学 Chulalongkorn University 全部局

★ タイ マヒドン大学 Mah■dol University 全部局 5

タイ マヒドン大学 Mah■dol University(Faculty of Science) 全部 局 (理 )

★ タ イ モンクット王 トンブリエ科大学
Kng Ⅳlongkut's Uluversity of Technology
Thonburl

全部局

★ タ イ タマサー ト大学 Thammasat U」 versity 全部局 5

タイ チ ェンマイ大学 Cluang Mai University 全部局

ベ トナム ノヽイ国家大学 Vietnam National University Hanoi 全部局 5

表 3 学生交流に関する覚書を交わしている外国の大学一覧  (2009年 3月 31日 現在 )
★印はOUSSEPに在学生を派遣した大学 (1996年 -2008年)を示す

大学問協定
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★ ペ ルー
ローマ教皇庁立ペルー・カ トリック
大学

POnt■ flcal Cathohc University of Peru 全部 局 3

★ カナダ マギル大学 McGlll Uxuversity 全部局 5

★ カナダ マックマスター大学 McMaster University 全部局 4

★ カナダ ブリティッシュ コロンビア大学 U五versity of British Columbia 全部局 5

★ アメリカ合衆匡 ワシン トン大学 Uriversity of WashinJon 全部局

★ アメリカ合衆E ウェズリアンカレッジ Wesleyan College 全部局 2

☆ アメリカ合衆E テキサスA&M大 学 Texas A&M Un市 ersity 全部局

★ アメリカ合衆屋 ナザレスカレッジローチェスター校 Nazareth College of R∝ hester 全 部 局 5

★ アメリカ合衆屋 カリフォルニア大学 Un市 ersity of Callfornia 全部局

☆ オーストラリア オーストラリア国立大学 The Australian Natlonal University 全部局

★ オーストラリア モ ナ シ ュ大学 MOnash U」 verslty 全部局

★ ベルギー ルーヴァンカ トリック大学(Neuve) Catholic University of Louvain〈 Neuve) 全部局

★ デンマーク コペンハーゲン大学 Ul■lversity of Copenhagen 全部局

☆ フィンランド オーボアカデミー大学 Abo Akademi U五verslty 全部局

★ フランス ストラスブール大学 (プログラム 8) University of StrasbOurg 全部局

★ フランス ス トラスブール大学 (一般 ) Universlty of Strasbourg 全部局

★ フランス グルノーブル大学連合 Consortium of Umversities in Grenoble 全部局 1

★ フランス ピエール・マリー・キュリー大学 Plerre &Marie Curie University 全部局

フランス くり国立高等化学学院
Ecole NatiOnale Superieure de Chimie de
Pa五s

仝部局 5

フランス
日仏共同博士課程フランスコンソーシ
アム

Consortium Francais du College Doctoral
Franco‐」aponais(CDFJ)

全部局

★ ドイツ
ミュンヘン・ルー トゥヴィヒ・マクシ
ミリアン大学

Ludwig‐ 1肛aximilians‐ University Munich 全部局 5

★ ドイツ ミュンヘンエ科大学 Technlcal U面versity of Muゴch 全部局 5

ドイツ アーヘンエ科大学 RWTH Aachen Un市 ersity 全部局 5

ドイツ
エアランゲン・ニュルンベルク・フリー
ドリヒ・アレクサンダー大学

Frledrich‐ Alexander Unlversity,
Erlangen‐ Nuernberg(FAUl 全部局 5

★ オランダ デルフトエ科大学 Delft Unlversity of Technolow 全部局 5

★ オランダ グローニングン大学 Un市 ersity of GrO五 ngen 全部局 5

オランダ グローニンゲン大学(法学部 ) University of Groningen 全部局 (法 ) 2

ス^ミイン マ ドリッドアウトノマ大学 Universidad AutOnOma de Madrld 全部局 5

スペイン リヾャ ドリー ド大学 Umversity of Valladolid 全部局 3

★ スウェーデン スウェーデン王立工科大学(KTH) Royal lnstitute of Technolo野  (KTH) 全部局 3

スウェーデン イェーテボリ大学 University of Gothenburg 全部局 2

スイス スイス連邦工科大学ローザンヌ校
Ёcole Polぅんechnique Fё d6rale de
Lausanne(EPFL) 全部 局 5

★ 英国 ノ ッテ ィンガ ム大学 Un■versity of Nottingham 全部局 5

カナダ
日加 戦 略 的留 学 生交流促 進 プ ログ ラム

日本 コン ソー シア ム

Canada― Japan Stragte」C Student
Exchange Program 全部局
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部局間協定

lib: 国名・地域名 相手大学名 大学 〈英 文 ) 学部・研究科名 交換枠

1 英国 マンチェスター大学 (人文学部 )
The University of Manchester(Faculty of
Humanities)

文学研究科 3

フランス くり・ラヴィレット建築エコール Ecole d'Architecture de Paris La Villette
文学研究科・文学部
工学研究科・工学部

2

オーストラリア アデレー ド大学(人文社会学部) University of Adelaide 人間科学部・人間科学研究科 協議

★ スウェーデじ ヴェクショー大学 U五versity of VaxJo 人間科学部・人間科学研究科 3

中 国 華東政法大学
East China Universlty of Politics and
Law

法学研究科・法学部 。高等司法

研究科
2

★ 大韓民国
嶺南大学校 (法科大学、大学院公・司

法学科 )
Yeungnam University

法学研究科・法学部・高等司法

研究科
5

7 大韓民国 建国大学校(法科大学) Konkuk Un市ersity
法学研究科・法学部・高等司法
研究科・国際公共政策研究科

3

ブラジル リオデジャネイロ州立大学 Rio de Janelro State University
法学研究科・法学部・高等司

法研究科
1

9 台湾 国立成功大学 (管理学院・社会科学院) National Cheng Kung University 経済学研究科・経済学部 3

カナダ
ブリティッシュ・コロンビア大学 (ソー

ダー経営学部 )

ne university of British Columbia(UBC
Sauder School of Business)

経済学部 5

フランス りヾ商科大学 (経営ヨーロッパ学部 )
Ecole Superieure de Comlnerce de Paris‐
F」AP 経済学研究科・経済学部 5

☆ 英 国 ロンドン大学 (東洋アフリカ学院 ) Un市ersity of London 経済学部 。経済学研究科

中 国 華南理工大学 (材料科学与工程学院) South Ch■ na university of Technology 理学研究科・理学部

台湾 国立交通大学 (理学院 ) National Chiao Tung University 理学研究科 。理学部 3

英 国 ワーウィック大学 University of Warwick 理学研究科・理学部 1

ベ トナム
ベ トナム科学技術アカデミー (物理エ

レクトロミクス研究所 )

Vietnamese/tademy Of Science and TechnoloⅣ

(Institute of P,sICS and Electronics)
理学研究科・理学部

ドイツ
ルー トゥヴィッヒ・マクシミリアン大
学(化学・薬学部)

Ludwig‐Ma対 m■lians‐University Muich 理学研究科・理学部 協議

イタリア ペルージャ大学 Un市 erslta degli Studi di Perugla 理学研究科・理学部

★ オランダ
アインホフェンエ科大学 (化学部・化

学工学部・生体医療工学部 )
Eindhoven University of Technology 理学研究科 。理学部

ロシア モス クワ国立大学 (物理 学部 、化学部 ) Ⅳloscow State Un市 ersity 理学研究科・理学部

ロシア
サンクトペテルスブルクエ科大学 (物
理学部 )

St Petersburg State Technical University 理学研究科・理学部

中国 同済大学 (医学院 ) TOntti University 医学系研究科

中国 中国医科大学 Chha ⅣIedlcal University 医学系研究科 4

大韓 民国 梨花女子大学校 (医学研究科・医学部) Ewha Womans University 医学 系研 究科・ 医学部

大韓 民国 梨花女子大学校(看護学部) Ewha Womans University 医学系研究科・医学部

マレーシア マ レー シアサ ラ フク大学 Un■versiti■ Ilalaysia Sarawak 医学系研究科・医学部

フィンラント
オウル大学 (医学部、看護保健管理学
科)

The Un市 ersity of Oulu 医学部 5

大韓民国 慶北大学校 (歯科大学 ) Kb■lngp00k National University 歯学研究科・歯学部 5

トルコ アンカラ大学  (歯学部) Arlkara University 歯学研究科 5

中国 中国科学院理化技術研究所
Technllcal lnstitute of Physics and

Chemistry Chlllese Academy of Sciences
工学研究科 5

中 国 南開大学 (化学学院) Nankai University 工学研 究科 ・ 工学部 3

中 国 吉林大学 (電子科学工程学院 ) 」ilin Jinversity 工学研究科・工学部 5

中国 天津大学大学院 Graduate School TianJin University 工学研究科・工学部 5
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★ インドネシア ガジャマダ大学 (工学部 ) Galah Mada Un市 ersity 工学研究科・工学部 5

大韓民国 中央大学校 (工科大学 ) Chung‐Ang University 工学研究科・工学部 5

大韓民国 朝鮮大学校 (工科大学 ) Chosun University 工学研究科・工学部

大韓 民 国 国立昌原大学校 (工科大学 ) Changwon National University 工学研究科・工学部 3

大韓民国 国民大学校 (自 然科学部 )
Kookmin University (College Of Natural
Sciences)

工学研 究科・ 工学 部 3

大韓民国 金鳥工科大学校 Kumoh National lnstitute of Technology 工学研究科・工学部 3

ネパール トリブバン大学 (工学研究科、工学部 ) Trlbhuvan University 工学研究科・工学部 5

フィリピン フィリピン大学ディリマン校 Uriversity of the Philippines in Diliman 工学研究科・工学部 5

★ ミトナム フエ大学(科学大学) Hue University 工学研究科・工学部 5

ベ トナム ホーチミン市国家大学(工科大学)
Vietnam National University, Ho Chi
Minh City

工学研究科・工学部 5

ベ トナム ノヽイ土木大学 Hanoi University of Civil Englneering 工学研究科・工学部 5

ベ トナム
ベ トナム科学技術アカデミー (生物工

学センター )

Vietnamese  Academy  of Science  and
Technology

工学研究科 5

ベ トナム
ホーチミン市国家大学(環境資源研究
所)

Vietnam National University of Ho Chi
ⅣLnh City

工学研究科 5

★ ベ トナム ノンラム大学 Nong Lam U」 versity 工学研究科・工学部 2

ブラジル
リオデジャネイロ連邦大学 (建築都市

計画部 )
Federal Un市 ersity of Rio De」 ane■ ro 工学研究科・工学部 2

モ ロ ッ コ アルアハウェイン大学 (理工学部 ) Al よ hawayn University 工学研究科・工学部 5

★ ′メリカ合衆屋 ―デュー大学  (工学部 ) Purdue University 工学研究科・工学部 5

′メリカ合衆[ ヒュース トン大学(理学部) Un■versity of Houston 工学研究科・工学部 3

―ストラリア
スインバーンエ科大学 (工学・産業科
学部)

Swinburne Un市 ersity of Technolo野 工学研究科・工学部 5

ベルギー
リエージュ大学 (応用理工学部・応用
理工学研究科 )

University of Liege 工学研究科・工学部 5

ベルギー ルーヴァンカ トリック大学 (理学部 )
Katholieke UInversiteit Leuven
(KULeuven)

工学研究科・工学部 5

フランス カシャン高等師範大学校 Ecole Normale Superieure de Cachan 工学研究科・工学部 3

☆ ドイツ
オルデンブルグ大学 (物理学部並びに
心理学部 )

01denburg University 工学研究科・工学部 5

ドイツ
コブレンツーランダウ大学 (コンピュー
タ科学研究科)

Uluversitat Koblenz‐Landau 工学研究科・工学部 3

ドイツ
ビーレフェル ト大学 (テ クノロジー学
部 )

Bielefeld University(Faculty of
Technology)

工学研究科・工学部

★ ンヽガリー ブダペス トエ科・経済大学
Budapest Un市 ersity of Technolo野  &
Economlcs

工学研 究科・ 工学部 5

★ イタリア パ ドア大学 University of Padova 工学研究科・工学部 5

イタリア 聖アンナ高等大学 (国際工学研究科 ) Scuola Superiore Sant'Anna 工学研究科 3

★ ポーラント ウッジエ科大学 Technical University of Lodz 工学研究科・工学部 5

英国 オンクスフオ~ド大学(工学部) University of Oxford 工学研究科・工学部 5

英国 ス トラスクライ ド大学(工学部) University of Strathclyde 工学研究科・工学部 5

中 国 上海 マイ ク ロシステ ム情 報技術研 究所
Shanghai lnstitute of Microsystem and
lnformation Technolo簿

基礎工学研究科・基礎工学部 3

66 中国 大連理工大学(土木・水利工学部) Dalian Un市ersity of Technolow 基礎工学研究科 5

★ 中国 (香港 ) 香港科学技術大学 (理学部 )
Hong Kong Un市 ersity of Science and
Technolo野

基礎工学研究科・基礎工学部 3
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★ 大韓 民 国 東亜大学校 (工科大学) Dong‐A Un■ verslty 基礎工学研究科・基礎工学部

大韓民国 昌原大学校 (工科大学 ) Changwon Natllonal University 基礎工学研究科・基礎工学部

ベ トナム
ベ トナム科学技術アカデ ミー(物質科
学研究所)

Vietnamese  Academy  of Science  and
Technolo野

基礎工学研究科

ベ トナム ホーチミン市国家大学(理科大学)
Vietnam National University Ho Chi
Minh City 基礎工学研究科・基礎工学部

ベ トナム
ハノイ国家大学 工科大学・
ベトナム科学技術アカデミー (物質科学研究所) 紛鑑腿‰蹴m譜盤晶柵聰 彗趣盟雫基礎工学研究科

ⅣIC15
DC15

マレーシア マレーシアエ科大学 Umversiti Teknologl Malaysia
基礎工学研究科・太陽エネル

ギー化学研究センター

ドイツ ンヽブルグ大学 (物理学部) Uluversity of Hamburg 基礎工学研究科・基礎工学部

ドイツ アウグスブルグ大学 (数理学部 ) U五versity of Augsburg 基礎工学研究科・基礎工学部

ドイツ カールスルーヘ大学 (理学部) Universitat Karlsruhe 基礎工学研究科

ルーマニア
ア レクサン ドル・イワン・ クザ大学
(物理学部)

Alexandru IOan Cuza University 基礎工学研究科・基礎工学部

スイス チューリッヒ大学 (理学部)
University of Zurlch (Faculty of Science)

基礎工学研究科

★ シンガポーノし シンガポール国立大学 (工学部 ) National Umversity of Singapore 基礎工学研究科・基礎工学部

アメリカ合衆匡 サウスカロライナ大学 (工学部 ) Uruversity of South Carollna 基礎工学研究科・基礎工学部

ドイツ ドル トムント大学 (物理学部 ) University of DOrtmund 基礎工学研究科・基礎工学部

フィンランド オウル大学 (理学部情報処理科学科)
University of Oulu①epartment of
lnformation Processing Science)

基礎工学研究科・基礎工学部

デンマーク コペンハーゲン大学 University of Copenhagen 言語文化研究科

★ ロシア 極東国立総合大学 (東洋学院) Far‐ Eastern State Un市 erslty 言語文化研究科

ロシア
ウラジオス トク国立経済サービス大学
(国際関係論学科 )

Vlattvostok State University of
Economlcs and Se― ce 言語文化研究科

ドイツ ベルリン自由大学 (化学研究所 ) Freie Universitaet Berlin 生命 機 能研 究科

スペイン 国立心臓血管研究センター
Centro Nacional De lnvestigaciones
Cardiovasculares

生命機能研究科 3

英国
クランフィール ド大学院大学 (保健衛
生研究科 )

Cranfleld Health, Cranfleld Umversity 生命機能研究科

エジプ ト アインシャムス大学 (工学部 ) AIn Shams University 情報科学研究科

ニュージーラント カンタベ リー大学 (工学部 ) The University of Canterbury 情報科学研究科

ドイツ
ワイマール・バウハウス大学(メ ディ
ア学部)

Bauhaus― Universitat Weimar 情報科学研究科 5

大韓 民 国 高麗大学校通信数学研究センター Korea Un市 ersity 情報科学研究科

ベルギー 汎大学
マイクロエレクトロニクスセン

ター
Interuniversitatt Micro‐ Elektro」 ca
Centrum Vzw 情報科学研究科 5

デンマーク 南デンマーク大学 (理学部)
University of Southern Denlnark(Faculty
of Science)

情報科学研究科 2

シンガポール 南洋工科大学 (コ ンピュータエ学部 )
Nanyang Tecnologlcal Un市 erslty(School
of Computer Enjnee五 ngl

情報科学研究科
サイバーメディアセンター

英国 マンチェスター大学 (生物科学部 ) Undversity of Manchester 蛋白質研究所 。理学研究科
理学部

3

英 国 ロンドン大学 (東洋アフリカ研究学院)
University of London(School of Oriental
and African Studies)

外国語学部 世界言語研究セ
ンター 日日センター 2

スイス チューリヒ大学 Ulllversity of Zurich
言語文化研究科・外国語学部・

日本語 日本文化教育センター
2

タ イ コーンケーン大学 (人文社会学部) Khon Kaen Un市 orslty
言語文化研究科・外国語学部・

世界言語研究センター
3

タイ シラパコーン大学 (文学部 ) Silpakorn U面 versity 言語文化研究科・外国語学部・

世界言語研究センター
3

アメリカ合衆匡 ジ ョー ジア大学 U五versity of Georgla 言語文化研究科・外国語学部 1
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lo. 醸名1場麟名 相手大学名 大学(英文) 学部・研究科名 交換枠

ニュージーランド ウェリントン・ヴィクトリア大学 Victoria University of Wellington
外国語学部・言語文化研究科 ,

日本語日本文化教育センター
3

シリア ダマスカス大学 Damascus University 言語文化研究科・外国語学部 5

チュニジア カルタゴ 11月 7日 大学 University of 7 November at Carthage 言語文化研究科・外国語学部

ェジプ ト カイロ大学 Calro University 言語文化研究科・外国語学部

ペル ー 聖心女子大学 Unlversity of the Sacred Heart 外国語学部

「 メリカ合衆匡 ジョ
ージア州立大学 (人文学部)

Georg■a State University(College Of
Arts and Sciences)

言語文化研究科・外国語学部 1?

ドイツ デュッセル ドルフ大学人文学部
Heinrich‐Heine‐Un市 ersity Duesseldorf
Faculty ofノ讐ts

外国語学部 1?

ハンガリー
カーロリ・ガーシュパール カルビン
派大学

Gaspar Karoli University of the
Reformed Church 言語文化研究科・外国語学部 1

ハンガリー エ トヴェシュ・ロラーンド大学 Eotvos Lorand University 言語文化研究科・外国語学部・

世界言語研究センター
1

フランス リール政治学院 Lllle lnstitute of Political Studies 外国語学部 2

フランス
プロヴァンス大学(エ クス‐マルセイユ

第 1大学)
Provence University lAx‐ Marseille I)

言語文化研究科・外国語学部・

世界言語研究センター
2

ベ トナム
ハノイ外国語大学→ハノイ大学 (名 称

変更 )
Hanoi Foreign Language College 外国語学部

ベ トナム ホーンバーン大学 Hong Bang Umversity 外国語学部

ポル トガル リスボン新大学 Lisbon New Un市 ersity 外国語学部

スペイン サンティアゴ・デ・コンポステラ大学 University of Santiago de Compostela
外国語学部・世界言語研究セ
ンター

2

ロシア ウラル国立大学 Ural State Universlty 言語文化研究科・外国語学部 2

中国 北京語言大学 (大学院・漢語学院 )
BelJing Language and Culture U五 versity

言語文化研究科・外国語学部 2

中 国 北京 師範 大学 BeJing Normal University 外国語学部 2

120 中国 華中師範大学 Huazhong Normal University 言語文化研究科・外国語学部 2

中国 深?大学 Shenzhen Un市 ersity 言語文化研究科・外国語学部 2

122 大韓民国 世宗大学校 SeJong Un市 ersity
言語文化研究科・外国語学部
世界言語研究センター

5

123 大韓民国 慶熙大学 Ky¬ュng Hce University 外国語学部 5

フランス トゥールーズ 。ル・ ミライユ大学 University of Toulouse‐le Mむ ail
言語文化研究科・外国語学部 .

日本語日本文化教育センター
2

125 ベルギー ルーヴァン・カトリック大学
Katholieke U五 versiteit Leuven
(KLTLeuvelll

言語文化研究科・外国語学部 2

オース トリフ ウィーン大学 University of Vlenna
言語文化研究科・外国語学部
日本語日本文化教育センター

2

127 ★ ブラジル リオディジャネイロ州立大学 Rio de 」aneiro State University
言語文化研究科・外国語学部
日本語日本文化教育センター

2

ベ トナム ホーチミン市師範大学 Hochiminh City University of Pedagogy 言語文化研究科・外国語学部 5
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表 4 2008年度 2学期 OUSSEP国 際交流科目時間割 SecOnd Semester(Fall SemesteO of 2008 1nternational Exchange SubeCtS Timetable

IHERP: Institute for Higher Education Research and Practice    OSIPP:Osaka Schoo1 0f lnternational Public POlicy
舎:The sub」 ect wh■ ch is lncludable in OUSSEP completion      シラバス/Syllabus  KOAN log ul:

開講所属
Subiert's AfrliattOn

時間副 コー ド 開講学期
Semestel

授栞科 目名 靴
刺 順』

服
Ｐｏｒｉ。ｄ

担当教員
lnstructor

キャンバス 室

ｍ議Ｒｏ。
Иap No

百

ｔｅｓ
”
恥

留学生センター

tional Student Center
700096 2

日本語 」A100
Japanese JA100

3

月

Ｍ。
1
スミス 朋子 講師
Tomoko SMITH

日
ｉｔａ

吹

Ｓｕ
難
ｍ５
講

∞
Ｒ

一　

ａｌ

ホ

Ｈ

KO劇N登録
Online reglstration

膏
週 3コ マ開講

火

Ｔｕｅ
1
難波 康治 准教授
Koii NハIBA

豊 中 共通教育 イ号館-47
1HERP E47 2

金
Ь

スミス 朋子 講師 吹 田 ICホール 室

ヘ

義

輛

講

“

留学生センター
tional Student Center

700106 2
日本語 JA200
Japanese JA200

3

月
帖

1
高橋 朋子 講師 吹田 ICホール 講義宅 2

KOAN登 録
Ollline registration

舎
週 3コ マ開講
3 classes per
week

木

Ｔｈｕ
1
高橋 朋子 講師
Tomoko TAKAHASHI

豊 中 共通教育 A312
1HERP A312 2

金
ｍ

1
大谷 晋也 准教授
Shinva OTANI

田

ｉｔａ

吹

Ｓｕ

ICホール 講義室 2
1C Hall Room2

留学生センター
tional Student Center

700107 2
日本語 JA300
」apanese JA300

3

月

Ｍ。
1
西 日 光一 教授 田

Ｌ

吹
Ｓｕ

ICホール 講義室 3

KO劇N登録
Online registration

會

週 3コ マ開講
3 classes per
week

木
‰

1
新庄 あいみ 講師
Almi SHINJ0

豊中 共通教育 イ号館-48
1HERP E48 2

金
Ｌ

l
西口 光一 教授
Koichi NISHIGUCHI

日

ｉｔａ

吹

Ｓｕ

ICホール 講義室 4
1C Ha■ Room4

留学生センター

International Student Center
700108 2

ロント説辱JA400
」apanese JA400

3

月
恥

1
三牧 陽子 教授
Yoko MINIAKI

田

ｉｔａ

吹

Ｓｕ

ICホ ール 講義室 6
1C Hall Room6

KOmヾ 登録
Ollline reJStration

週 3コ マ開講
3 classes per
week

火
」

1
藤澤 好恵 講帥 登中

Tovonaka
共通教育 イ号館 -48

2

金

Ｆｒｉ
1
三牧 陽子 教授
Yoko Mコツ幽

吹田
Suita 難

ｍ６
講
』

ホ一
Ｈａｌ

留学生センター

International Student Center
700055 2

日本のメディアとコミュニケーション

Medla and COmmumcations in Japan
2

月

Ｍ。
2
近藤 佐知彦 教授
Sachlhlko KONDO

吹田
Suita

ICホ ール 講義室 5
lC Hall Room5

KOAN登 録
Online registration

舎

留学生センター

International Student Center
700220 2

先端科学技術のための応用物理
2

菅原 康弘 教授 吹 lll 工学部  U2‐212 4U2 KOAN登 録
會

留学生センター
International Student Center

700067 2

日本における言語と文化の多様性
Linguistic and Cultural
Diversity in 」apan

2
火

Ｔｕｅ

2 川村 邦光 教授
Kunimitsu KAM′ ハ IURA

豊中
Toyonaka

～Nov 18
共通教育 B108
1HERP B108
Nov 25～
共通教育 C105
1HERP C105

2 KOAN登 録
Online registration

舎

留学生センター
International Student Center

700227 2
グローバル経済政策イッシュー

Policv lssues in the Global Economv
2

火

Ｔｕｅ
3

局 阪  享  叡 鷲
触 ta KOHSAKA

量 中 OSIPP棟研究室 D
OSIPP Room D

8
KOAN登 録

金

留学生センター

InternЯ tinnЯ I Stllaρ nt cρ nter
2
エレクトロニクスヘの招待

2 火
」

5
金島 缶 准教授
TЯ keshi KANASHIMA

豊 中 基礎工学部 A304 KOAN登 録
Online redstration 舎

留学生センター
International Student Center

700223 2
日本の近代化 :1868年 から1905年まで
Moderni7atlon of Jaoan since 1868 untn 19o5

2
水

Ｗｅ

嶋本 1隆光 教授
Takamitsu SHmL咄(oTo 動Ｍｉｎ。

日日センター棟 1313教 室
CJLC 1313 2

KOAN登 録
Online redstration

舎

留学生センター

International Student Center
700224 2

日本の国民国家
Tlle」 aDanese Nation State

2
水
Ｗｅ

4
Da宙d Uva 講師
Da■‐ld UVA 覇

Ｍｉｎ。ｈ
日ロセンター棟 1313教 室
CJLC 1313 2

KOAN登 録
Online rettstration

曹

留学生センター 702216 2
数学す る楽 しみ

2 木
帖

2 馳
』
和徳 講師 豊 中 理学部 E215

15
KOAN登 録

Online registrntion 舎

留学生セ ンター
2
日本 とア シア・ ア フ リカ

2 本
鴨

武

扇

田

』

松

Ｌ
教授 緬

Ｍｉｎ。ｈ
外国語学部 A303

1
KOぶ 登録

Ollline redstration
會

留学生センター

International Student Center
2
近代 日本文字 (戦前)
Modern JaDaneSe Literature(Pre warl

2
木

Ｔｈｕ
4
村上 スミス・アンドリュー 准教授
鯨むew MU殿 8■MI SMITH

豊 中 理学部 B308
Science B308

15
KO劇ヽ登録

Online redstration
舎

留学生センター

International Student Center
700219 社会変動論

Theories of Social Change
2

金

Ｆｒｉ
山本 ベパ リー アン 講師
Beverlev tteヽ 1颯ル∬江OT0

吹田
Suita

人間科学部 東館 106講 義室
Human Sciences East 106

KOAN登 録
Olll■ne registration

舎

留学生センター

International Student Center
700043 薬学入門

Introduction to Pharmaceutical Sciences
2

金
Ｆｒｉ

平田 収正 教授
Kazumasa HIRATA

吹田
Suita

ICホ ール 講義室 5
1C Hall Rooln5

KOANさ 録
Online rn● strЯ 會

留学生センター 700035 2
地球総合I学入門大いなる建造物をつくる原理の最机の

´
歩

2
金

Ｆｒｉ 硼嚇
直哉 准教授
InlEDA

吹 田 工学部 UlW 618
Engineering Ulヽ V6 4‐UlW KO畑 登録

Online redstration
舎

留学生センター

International Student Center
700011 2

自主研究 I― A
IndeDendent Studv I‐ A 2 會

留学生センター

International Student Center
700012 自主研究 1-B

Indeoendent Studv l‐ B 3 會

留学生センター 700013 自主研究 I― C
會



表 5

1時限
:撃1管|

1繁| 火 蒸1 纂
一

聾
一

攀姜 ■:ン11ネ 葉韓lt,|■ 壕藤森 シ ,表 |

I

8:50

|

10:20

日本語 JA
(100, 200, 300, 400)
《留学生センター》

日本語 JA
(100, 400)

《留学生センター》

日本語 JA
(200, 300)
《留学生センター》

日本語 JA
(100, 200, 300, 400)
《留学生 セ ン ター》

100:ス ミス 朋子 講師
2001高橋 朋子 講師
300:西 日 光一 教授
400:三牧 陽子 教授

波
澤
難
藤
康治 准教授

好恵 講師

橋
庄
高
新
朋子 講師
あいみ 講師

100:ス ミス 朋子 講自雨
2001大 谷 晋也 准教授
300:西 日 光一 教授
400:三牧 陽子 教授

ICホ ール 2F
100: 講義室
200:講義室
300:講義室
400:講義室

共通教育 イ号館-46
共通教育 イ号館-48

200:共通教育 A312
300:共通教育 イ号館-48

ICホ ール 2F
100:講義室
200:講義室
300:講義室
400:講義室

10:30

|

12:00

日本のメディアとコミュ
ニケーション

《留学生センター》

日本にお
`す

る言語 とt化
の多様性
《文学部》

数学する楽しみ
《理学部》

社会変動論
《人間科学部》

菊池 和徳 講師

近藤 佐知彦 准教授 り 14・l 邦 光 教授

理学部  E215
山本 ベバ リー ア ン 講師

近代日本文学 (戦前 )

《言語文化研究科》

ICホ ール
講義室 5

共通教育 B108

村上 スミス・アンドリュー

准教授 人間科学部
東館 106講義室

共通教育 B207

Ill

13:00

|

14:30

グローバル経済政策イッ

《国際公共政策研究科》

日本の近|^化 .■ 18681年
から1905年まで |■■‐
‐‐《Eロセ|ン|夕 :■》|‐ |‐ |‐ |

日本|とアジア●|アフリカ
《外国語学部》‐■■|||

薬学入門

《薬学部》

高阪 章 教授
嶋本 |‐ 1隆光1教授 松憫■‐武|‐教授 平 田 llt正 教授

OSIPP棟 演習室D 豪篠センタ■糠||11313 外国1議学部I A303
ICホール
講義室 5

Ⅳ

14:40

|

16:10

先端科学技術のための応
用物理

《工学部》

日.本の国民国家|

《ロロセンタ■》

菅原 康 弘 教授 0,宙d Ula‐講師

工学部 U2‐ 212 自日センタ‐棟 1313

V

16:20

|

17:50

エ レク トロニ クスヘの

招待
《基礎工学部》

地球総合工学入門―大いな

る建造物をつくる原理の

最初の一歩‐

《工学部》

金 島 岳 准教授 梅 田 直哉 准 教授

基礎工学部
A304

工学部 UlW‐ 618

(注)授業実施場所は、都合により変更する場合がある。
網がけ授業は箕面キヤンパス
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表 6 学部別 :OUSSEP外学生の国際交流科目履修者数と単位取得者数

( )内の数字は単位取得者数を表す。
G/Rは、履修者数に対する単位取得者数の割合を示す。

1響聯1‖‖‖11議111 二:株壽11 :,:櫛11111 11攣網軍1,1111 聯1韓筆1騰‖1機常4 ::|,11:露 ||,11 11111燎靭|111 ■重鸞灘辞 帯:麟鶴督》:「轍懲I ll鱗総11 |::,1覇畷日興薔:| :翡 |1壺灘〕尽業麟1鮒

1996 型k 0 (0) 4 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 17   (3) 0 (0) 0 (0) 21  (3)

19971春 0■ 10) 01 (Ol 0 1(0 01 1COb 0111‐ l⑩ ) 01 ‐〈0) 01■ 0) 0● (0〉 411・(9 0・ ‐て0) 01●(0 4● (0‐ 0,75

1997 うk 9 (2) 6 (0) 5 (0) 3 (0) 12   (2) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 5 (2) 6 (0) 0 (0) 47  (6) 013

1998■犀妻 13. (0) 2 ・ (1) 3 11(1) 211(1〉 2 1(0 2‐ |●(1) 011(0) 0‐■ |(01 0111(Ol 41(0 01(Ol 13‐‐■‐αゆ 0.221

1998 秋 0 (0) 3 (0) 1 (0) 3 (0) 19   (9) 1 (1) 0 (0) o (o) 4 2 (0) o (0) 033

19991春 4 (1) 1 (0 7 (2) 4‐ .(1) 18  (0 ,1 0) .ol llく
0) 01‐ |‐てOl 0■ 0) 10■ ||(0) 01■0) 601 1(12) 0120‐

1999 秋 7 (4) 19   (0) 6 (0) 9 (5) 17   (4) 4 (3) 0 (0) 3 (0) 4 (1) 0 (0) 020

2C100春 8 ‐6) 1● (0 7.|.0) 201(1‐ 211 61(2) 10・ |(1) 0● (Oll 1■ ‐|(1) 23111を0 61● (1)
'■

■10) 34 1(261

2000 ,k 4 (0) 26  (5) 5 (0) 5 (3) 2 (0) 6 (0) 0 (0) o (o) 28  (4) 6 (4) 0 (0) 82  (16) 020

"0●
春 101(61 61(1) 411(1) 3111a) 7● |(a 2● (0) 011(Oll 011■ C, 201■ |(ll 101(静 10   (0)

`7●

QOI

2001 つk 7 (5) 6 (3) 32  (21) 19   (8) 7 (2) 0 (0) 1 (o) 7 5 (4) 1 (1) 102 (46) 045

20021春
‐
9   (3) 13 (D 1■ |(0 171‐ |(01

‐
6111(0 61‐ |(1) l (01 0■ ||(0 17 1(0 3● (冷 01‐ ||‐ 10) 21‐く0) 180■ く25〉

2002 ルk 7 (2) 2 (0) 8 (7) o (o) o (o) 17   (2) 5 (3) 0 (0) 1 66  (25) 038

20081春 1‐ ‐.(1). 11‐ ‐く0 ,||‐く

"
1‐311(5) 6●■.(諭 2 1(2〉 01(oll 41■燃) ,4‐・|(10 ‐5111(2) 01■lo) 0111o) 691(33) 0.48‐

2003 つk 2 (0) 1 (0) 25  (24) 7 (6) 4 (4) 0 (0) 4 (2〉 (15) 7 (3) 0 (0) 0 (0) 88  (55) 063

20041月家 ●| |(D 7 (3) 1141 11t0 191(0 6 .(1) 0.(0 01‐O 17111(0 81‐ |.(め 0■■0) 011■lo) 9011‐ (40) 10.441

2004 秋 11 (6) 9 (9) 4 (2) 1 (1) 8 (4) (1) o (o) 3 (3) 12(8) 0 (0) 0 (0) 5 〈0) 1 83  (51)

20051春 11.  .(7) 12   〈7) 6 .‐0) 101(0 2 (2) o (0 0110) 1611(1う 1息|||(1) 111■0) 011■0) 31 1(1) 0・ |〈0 2.|(o〉 711 .(40 061

2005 秋 10   (3) 3 (3) 5 6 (3) 4 (3) 0 (0) 4 (0) 14 (81 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 78  (49) 063

20001暑肇 111.(D 6 (3) 71(D 817.|(3‐ 1) l 0) 0 (3) 0 (Clb 0110 |||(01 14■ |(め 01‐
‐
l10p 0■lo〉 1 0■ |(01 0(0 ‐891● (01) 0.69

2006 秋 5 (3) 21  (9) 3 (2) 11 (6) 5 (3) 1 1 1 11 (8) 1 0 (0) 0 (0) 0 (0) o (0) 63  (34) 054

2007 1黎 12● (131 221(19 7■ t5b 9■ |(7) 21 12) 1 (0) 0 (0) 1‐ ||(1) 61‐ ●(D‐ 4‐ |てゆ 2‐■⑩) 01■ ●0) 1111(Ol 11(0 01(Ol 168■ お1) 0.75

2007 秋 9 (6) 26  (18) 5 (2) 4 0 (0) 0 (0) 2 3 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 109 (70) 064

20081月蓼 61 13) 25  (1ゆ 121・ |(2) 14111(つ 1011(11) 41● (1) 0 0) 0 0) 01(0 (1" 12■ |(0 1 01‐ |〈φ 10■‐|(0 1 ③ 011(0 10'■0め‐0,62

2008 秋 15   (7) 57  (20) 8 1 1 2 (0) o (o) 1 12   (9) 5 (1) 0 (0) 1 (1) 2 0 (0) o (o) 122 (52)

11爾導‖: 一ｌ燿

ｒ
機

涵

一 僻 霧,麟1無翻| 1難撃静 1機 1疇彗ま蕪撃 1螢‖:翻 | I澪 i幕 1総薦:継11細 榊11櫛 | 世織IJ戯 輔 輻 榊


